
データの収集・分析・管理、社会への還元

418

 

道路トンネル坑口部に 

おける斜面災害の 

特徴に関する調査 
(研究期間：令和６年度～令和７年度) 

道路構造物研究部 構造・基礎研究室 

藤田 智弘 大﨑 義保 藤原 茜 久保田 海帆 

（キーワード）道路トンネル、斜面災害、トンネル坑口部、土石流  

 

1．はじめに 

近年、道路構造物の境界部付近での変状が交通機

能に著しい障害を及ぼした事例が見受けられる。道

路トンネルにおいては、豪雨等によりトンネルの坑

口周辺で斜面災害が発生し、通行止めとなる事例例え

ば1)が発生している。 

本研究では、斜面災害の発生リスクの高い既設ト

ンネル坑口部の抽出精度の向上や、新設トンネルの

坑口位置の選定における留意点をより充実させるこ

とを目的に、道路トンネルの坑口部における斜面災

害の特徴を調査した。 

 

2．道路トンネル坑口部における斜面災害の特徴 

2.1 被災坑口部のトンネル進入形式 

道路トンネル技術基準（構造編）・同解説2) では、

図-1に示す地形とトンネル軸線の関係（以下「トン

ネル進入形式」）について、⑤谷部進入型は「自然

災害が発生しやすい」と解説されている。また、②

斜面斜交型と③斜面平行型も、道路横断方向に広く

斜面を持つため、この二つのトンネル進入形式も自

然災害が発生しやすい位置関係にあると考えられる。 

そこで、②斜面斜交型、③斜面平行型及び⑤谷部

進入型を自然災害が生じやすいトンネル進入形式と

位置づけて整理した。対象は直轄管理の道路トンネ

ルのうち、山岳工法で建設された1,538トンネルとし

た。なお、①斜面直交型、②斜面斜交型及び③斜面

平行型は斜面の等高線との交差角度から、④尾根部

進入型と⑤谷部進入型は等高線の形状から区分した。 

全1,538トンネルのトンネル進入形式を分類した

結果、自然災害が生じやすいと考えられるトンネル

進入形式（②斜面斜交型、③斜面平行型及び⑤谷部

進入型）は全体の約４割であった。 

一方で、対象の道路トンネルのうち、過去10 年間

にトンネル坑口部で斜面災害が発生したことを国総

研が把握している16施設のトンネル進入形式を整理

すると、自然災害が生じやすいと考えられるトンネ

ル進入形式（②斜面斜交型、③斜面平行型及び⑤谷

部進入型）が被災坑口部の約6割を占めていた(図-2）。 

このことから、自然災害が生じやすいと道路トン

ネル技術基準（構造編）・同解説に示されている⑤

谷部進入型だけでなく、道路横断方向に広く斜面を

持つ②斜面斜交型と③斜面平行型を含めても、斜面

災害の発生割合が高いことが確認された。 

室長 主任研究官 
 

研究官 交流研究員 

図-2 過去10年で斜面災害が発生した 

トンネル進入形式 

 

図-1 トンネル進入形式と災害要因となる斜面のイメージ 

（文献2）の図に追記） 
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2.2 被災坑口部における防災カルテの作成状況 

過去に実施された道路防災総点検で対応が必要と

評価された箇所については、防災カルテが作成され

ている。そのため、防災カルテを確認することで、

斜面災害リスクを把握することが可能である。さら

に、近年、地形測量では、航空レーザ計測にもとづ

くDEMから微地形表現図を作成し、高精度な地形判読

を行うことが可能となっている3)。 

そこで、トンネル坑口部における斜面災害のリス

クを精度よく把握するうえでの、防災カルテの確認

と微地形表現図による地形判読の併用の有効性を検

証した。なお、本研究では、近年の斜面災害のうち

最も被災履歴の多い土石流による災害を対象とした。 

まず、土石流が生じたことを国総研が把握してい

る10箇所の坑口部を対象に防災カルテの作成状況の

確認を行った。その結果、防災カルテの作成状況は、

被災坑口部10箇所のうち6箇所が「カルテ作成済だが

土石流については未着目（以下「未着目」）」また

は「カルテなし」であった(図-3)。 

 次に、「未着目」または「カルテなし」とされて

いる6箇所について、微地形表現図を用いて簡易な危

険箇所の評価を行った。このとき、トンネル坑口付

近の沢地形（以下「沢地形部」）について、平成18

年度道路防災総点検4)に準じ、土石流が懸念される

条件の一つである沖積錐の有無を確認した(図-4)。

その結果、6箇所中3箇所で明瞭な沖積錐が確認され

た。 

このことから、防災カルテを確認することに加え、

微地形表現図を用いた地形判読を行うことで、トン

ネル坑口部における斜面災害のリスクをより精度よ

く把握できる可能性があることが示唆された。 

 

3．おわりに 

本研究では、トンネル坑口部の斜面災害の特徴に

ついて調査した。その結果、自然災害が生じやすい

と示されている谷部進入型だけでなく、道路横断方

向に広く斜面を持つ斜面斜交型と斜面平行型を含め

ても、斜面災害の発生割合が高いことが確認された。

また、土石流により被災した坑口部（全10箇所）の

うち4箇所で防災カルテが作成されていた。さらに、

別の3箇所では防災点検カルテが作成されていない

が、微地形表現図を用いた地形判読から土石流が懸

念される条件の一つである沖積錐が確認された。 

このことから、既設トンネルに対してはトンネル

進入形式と防災カルテの確認に加え、微地形表現図

を用いた地形判読を行うことで、斜面災害リスクを

より精度よく把握できる可能性が示唆された。また、

トンネル新設時においても高精度に地形を把握した

うえで路線計画を行うことで、供用後の斜面災害リ

スクが大きく変化することが考えられる。 

今後も効果的かつ精度を高めたトンネル坑口部の

リスク評価ができるように研究を進めていきたい。 

☞詳細情報はこちら 
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図-3 被災坑口の沢地形部における 

防災カルテの作成状況 

 

図-4 地形判読による沖積錐（土石流堆）の分布範囲 
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